CORONA 


コ□ナ密閉式石油ストーブ 

取扱説明書 


お客様へ 

本製品は消費生活用製品安全法（消ま法）で指定される 
特を保守ち骗スオ 

法定点検を受けるために所有者登録をおこなってくださし、。 
(製品に同«した「所有者票」に記入し投函願しほす。） 



このたびは、コ□ナ石油ス I ブをお 
買いあげいただき、まことにありびと 
ラございました。 

正しくお使いいただくために、この取 
扱説明書をよくお読みください。 

なお、お読みになった後をお使いにな 
るちびいつでち見られる所に「保証書」’ 
「工事説明書」となに大切に保管しで< 
ださい。 


エフエフブイワイ ピーエル 
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A 警告 

KEROSENE ONLY 
j ま用燃料： s 油 


A 



化 給が気筒を必す 
a 点検しでください 
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株ぶ含な 3 MJ • 











































































































絵表示の例 


A 記号はを意を促ず内容びあることを告げるちのです。 

図の中に具体的なを意内容（左図の場合は一般のな;'主意）び巧かれでいます。 

〇記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中やお傍に具体的な禁止の客（左図の場合はガソリン禁止）び描かれでいまず。 
©記号は行為を指示するの容を告げるちのでず。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコン亡ントから巧レでください) 
力巧苗かれでレます。 


この取扱説日月書および製品への表示では、製品をままに正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害やお産 
への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意味は巧のよラになつでいます。 
巧客をよく理解しでから本でをお読みください。 


i 


化 

ま意 


この表示を無視しで、誤った取り扱レをすると、人び死亡、重傷を負ラ可能性、または义巧の可能性び 
想定される巧客を示しでいます。 

この表示を無視しで、誤った取り扱いをすると、人び傷害を負ラ可能 I 性や物的損害の発ちび想定される 
内容を示しでレます。 


fl 特にま意していただきたいことほをのため M ずお守りくださし、) 


么警告 ( WARNING ) 


ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発||生の畐いミ由は、絶巧に使用しない 
でください。 

义災の原因になります。 


^^G*SOLINEi^y 


巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しないでくださし、 

巧類び落下しで义びつき、义おの原因に ' 
なります。 

0 

心 

温風吹出口をふさびない 〇 

巧類、紙などで温風吹出□や空気取入 □ 1 

をふさびないでくださし、 A 

巧類、紙などでふさぐと、义おの原因に 
なります。 


1の 

スプレー 生厳禁 ^ 

スプレー生や力 t ットこんろ用ボンべを jL 
などを、温風のあたるところに放置し す 
ないでください。 

熱で生の圧力力化びり、爆発しでを険です。 

a ® 


定期点検の実施 

定期の （2 年に1回程度）に点検-整備 
を受けでください。 

点検を受けすに長期間使用し続けると、 
故障や事故の原因になりをおでず。点検- 
整備はお買い巧めの販売店や資格者のレ 
る店に巧頼しでください。 



給排気筒がれを険 

給排気筒（管、ホース）び外れたまま使 
用しないでくださし、。 

外れでレると運転中に排ガスび室内にち 
れで、危検です。 



給排気筒トップ閱そくを険 

給排気筒トップの周りび雪でふさがれた 
ままで使用しないでください。ふさびれ 
でいるとぎは、除雪しでください。 

また、板などによる「雪囲い J は給が気 
の巧げじなるのでおやめください。 

閱そくしでレると運転中に排ガスび室の 
にちれで、を険です。 



給排気筒トップには金網などは付けない 


給が気筒トップじは、ちよけのための金 
網などはなけなレでください。 

給排気の妨げになり、異常燃焼を起こし 
排ガスび室のに漏れる巧能性びありを険 
です。 


-ま 
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ご自身での据え付け-移設工事の厳禁 


お客さまご自身による工事はをおです。 
据え巧け工事は販売店や専門業着にご 
巧頼ください。 

(ストーブを移設させる場合ち同じで 
す。） 



A ミ主意 ( CAUTION ) 

力ーテン-可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいちのをおづけない 
でください。 

义災び発をするおそれびあります。 . 

可燃物との離隔距離についでは標準おえ 
巧け例 （14 ページ）を参照しでください。 


異常時使用禁止 

巧一異常を感じたとさは、使用しないで ^ K \) 
ください。 

異常燃焼のおそれびあります。 


<3® を 































































給油時消义 

义巧のおそれびありますので、 I 合ミ由は、 
必す消'义し、义の気のないところで 
おこなつで< ださい。 



( 活'庙は'^ 

PO 


高温部接触禁止 

燃焼中や消火直接は、温風吹出□や給排気筒、給排 
気筒トップなど高温部に手などふれないでください。 
やけどのおそれがあります。 



温風1し直接あたりない 

温風に直接長時間あたらないでくださし、 

低温やけどや脱水症がじなるおそれがありまず。 


0 


分解修理の禁止 

故障、破損したら、使用しなレでください。 
不完をな修理は、危検です。 




腰をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないでくださ 
し、。機器の故障ややけどのおそれびあります。 

機器の上に巧びんや水を入れたものなどを置かなレでくださし、。 
水びかかると漏電や故障のおそれびあります。 


0 


改造使用の禁止 

改造しで使用しないでください。また、ス I -ーフ'や 
給排気筒には床暖房田の熱交換器などを取り付けな 
いでくださし、义おやがガスび室内にちれる原因となり后おです。 


0 


電源コードを傷めない 

電源コードにお理な力を加えたり、物をのせた 
りしないでください。また、電源プラグを巧く 
ときは、コードを持って引き巧かないでください。 
义災や感電の原因になります。 



電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラグはコン亡ントに根元まで確実に差し 
こんでください。また、傷んだプラグやゆるん 
だコン亡ントは使用しないでください。 

义巧の原因になります。 

めれたまでの巧き差しはしないでください。 
感電の原因になります。 



長期間使用しないときは電源プラグを巧く 

長期間使用しないとさまたは保管ずるときは、必ず 
電源プラヴをコンじントから抜いでください。 

义巧や予想しない事故の原因になります。 



指や棒を入れないで 

温風吹出□や空気取入□などに指や異物を入れない 
でください。クガや义おの原因になります。 



やかんのせ禁止 

やかんなどをのせなレでください。 

振動や接離じよつでやかんの熱湯びこぼ 
れ、やけどのおそれびあります。 


電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは電源プラグをあき、ほこり及び金属物を 
除ちしでください。 

ほこりびたまると湿気などで絶縁不良になり义おの原因になり 
ます。 




口油の保管 

灯ミ由は、义気、雨水、ごみ、高温および直射曰光を 
避けた場所にな管しでくださし、。 

ガソリンなどといっしょにな管しないでください。 
誤って使用すると異常燃焼や义巧のおそれびあります。 



変質な油禁止 

変質な;由、不純な巧（巧れたな巧、水の混じつでい 
るな';由など）を使用しないでください。 

異常燃焼や故障のおそれびあります。 
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初めてお使いになるときのま意 

巧めでお使いじなるときは耐熱塗料などび焼き巧く 
まで煙と臭いび出ます。しばらくの間、窓をあけで 
部屋の換気をおこなつでください。 

また、小鳥やル動物などに影響ずる場合び考えられますので、 
この間は部屋に入れないでください。 



給排気筒付近の可燃物近接禁止 

お排気筒トップの巧くじ、灯ミ由や可燃 
物など引义のおそれのあるちのを置か 
ないでください。 

义巧のおそれびありまず。 



油漏れ確認 

ミ由タンク-ゴム製送ミ由管-接合部' おミ由 
コックおよび機器などからの灯ミ由漏れび 
ないことを確認の上ご使用ください。 

灯ミ由び漏れでいると义災のおそれびあり 
ます。 



国使用ずる場戸 jf 


ストーブをまをに使巧するためには、場所の還定か‘大のです。 


ま全に使用するために 


•マントルピースなどには据え付けないでくださし、。 



• 標高び1000 m を超える高地では使用しないでください。 
(空気の濃度び薄レため、燃焼に必要な空気び不足します。） 



効果的に使用ずるために 



•を気の入ってくるち向、例えば窓側な 
どに置くと、ち気力 f ストーフ'で暖めら 
れで巧流しますので、巧ま的です。 

出入□など人の通るところは、ぶつか 
ると后険ですので避けでください。 


• 部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調卽を/むがけましょつ。 

ス I ブの前面に障害枚]びあると、部屋の温度じむらができるばかりで 
なく、ふく射熱じよってストーブ本体の温度び上昇しで危険です。 
使巧焉所には十分を意しで効果的に使用してください。 



























































回各部のち赖 


が観図 



上面方ード 


上面板 


ち側板ふた 


定ミ由面器リ它ット 
ボタン 


操作部 


置台 


構造図 




放熱器（内部）- 

反射板- 

スケルトン- 

ポットパーナ（内部）一 
(燃焼室） 

フ レー ム□ッド - 

トランス- 

ポットサ — s スタ（内部) 

点乂 ヒータ （内部）- 

点乂ネット（内部）- 


まをサーモスタット（内部) 


まをサーミスタ（畐巧上) 


ブリント配線板 


燃焼リング（内部) 


ノズル（内部) 


電磁ポンプ 


定ミ由面器 


巧震白動消义装置 


送ミ由管 


表示部の名称と働き 


タイ7—ランプ 


♦タイ7—達転中は点な 
(緑）します。 


時計舍せランプ 


•現在時刻を含わせると 
きじ「時計含せ J 表示 
すると点灯(緑）します。 


タイ7—舍せランプ 


•タイ7— t ット時刻を 
含わせるときに「タイ 
7—含せ J 表示すると 
点灯（緑）します。 


它ーブランプ 


• t ーブ運転中は点な(緑）し、辭除すると消な 
します。 

• 室温設定を10で （ F 点設定）にすると自動のに 
t ーブ運転になり点なします。 



運捉]スイッチ/運起ランプ 


• 点乂 • 消乂するときに押します。 

巧す（― ） と運輯ランプ（ホ）び点灯し、 
点火動たじ入0ます。 

もラー度巧す（且）と運転ランプび消灯 
し消乂します。 


デジタル表示部 

設定湿度室内お度 

:み -! 18 

• 温度表 

を側：設定温度表示（10で、15で〜2日で) 

ち側：室内温度表示（〇で〜46で） 

♦ 手動火力調節時は設定温度表示部消な 

設定温ち室巧通度 

午巧 广, 

午を■"しし 

• -- } こし 表示 

初めで電源プラヴをコン t ントじ差しこんだ 
揚合や停電澄再通電されたとき。 

設定温度室内おち 

8:31] 

♦現な時刻、時刻合せ表示 
時計含せランプ消な：現な時刻 
時計合せランプ点な：時刻合せ 
(例)午前8時30分に時刻をじット 

設定湿ち室巧湿度 

午前 

午 S ——.—— 

• 表示 

時計合わせをしでいないときじ表示されます。 

設定湿度室内おち 

B ：30 

♦タイ7—時刻、タイ7—合せ表示 
タイ7— ランプ点な：タイ7—時刻 
タイ7—合せランプ点な：タイマー合せ 
(例)午前6時30分にタイマー時刻をじット 

設定湿ち室巧通度 

午前 广 f 

午お しし 

•〔し 表示：チャイルド□ツクの t ツト表示 
運転ボタンを押しでち点乂しません。 

([し 表示点滅） 

設定温度室内お度 

午巧 »— —1 

午ぉ 〔二' 

♦記号表示（モニターサイン） 

(例）と~ 3表示：が震白動消火装置のた動 

設定湿ち室巧湿度 

午巧 

午る 

• 表示なし 

電源プラグびコン t ントじ差しこまれでない。 
まをサーモスタツトの作動直澄。 













































































































































> タイフー運転するときに巧 
します。 


»1回巧すとじーブ達転•再 
度巧すと、 t ーブ運転は解 
除されます。 


»乂力調節つまみを「自動」に含わせで 
自動運転にしたと童の設定温度を変 
えるときに巧します。 

高め……設定温度を上げる 
1氏め……設定温度を下げる 


回使用前の準備 

燃料 

燃料は必すな';由 （ J 旧1音な'油）を使巧しでください。 

* 1 么警告 I ガソリンなど揮発性の高い';由は、乂 
災の原因になりますので絕巧に使用しないで 
ください。 

ま意 I 変質な';由、ミ与れたな'油、化の混じっ 
でいるな'油などは、絶対に使届しないでください。 

ま意 I な'油は、必す乂気、雨水、ごみ、高温及び直射 
曰巧を避けた場所に保管しでください。 

給油 

■給ミ由の際のま順とま意 ' 

• 送ミ由バルブを閱じで給ミ由□ふた 
をはすし巿販の給ミ由器具でなミ由 
を給ミ由しでくださし、。 

ミ由量計の針び「満 J をさしたら 
給ミ由をやめでください。 

• 給ミ由□ふたを必すちとどおりじ 
締めで < ださい。 

• 給巧の際に、水、ごみなどを入れ 
ないよラ特にを意しでください。 

■ 么ま意 I 乂災のおそれびありますので、給';由は、必す 
消乂し、乂の気のないところでおこなっでください。 

■給;'由□ふたは、確実に締めでください。 

■こぼれたのミ由はよくふきとってください。 
■燃料のれのま意と空気抜ぎの方法 
ミ由タンクを空にしないよラにま意しでください。 

•ミ由タンクをいったん空にしますと、送ミ由経路のに空気びたま 
り、正常に送';由びできなくなることびありまず。このよラな 
場合には巧の順唐で空気抜さをしでくださし、 

1 . ミ由タンクに給ミ由しまず。 

2 . ストーブのゴム管□から、ゴム製送ミ由 
管をはすします。 

3. ゴム製送ミ由管からミ由び連続しで流れ出 
/ミ由びこぼれないよラに\ることを確かめでからゴム製送ミ由管を 
I 容器を田意しでください J もとどおりストーブじ取り巧けます。 


点义前の準備と確認 

■まを装置のじット、取扱上のま意 

定油面器のじット 

•初めで使巧するときや、シーズン初め(こは、ス I -ーブち側面 
の丸巧の中に指を入れ、定油面器リじットボタン(ホ色)を軽 
く巧し下げでください。 



• リじットボタンは据え巧け時や、シーズン初めに操作します。 
定ミ由面器に強い衝擊をちえたり異常びあったと苦ががは、特に 
操作する必要はありません。 

巧一点乂操作媛4〜5分しでち着火しなかったり、着火媛2〜 

3分で消乂しでしまラ焉含は、リじットボタンを押しでくださ 
い。 

(安全巧がはすれ、な巧がスムーズじ流れます。） 

• リじットボタンは乱顯に扳ったり、巧したままの状態には絶対 
じしないでください。 

■送油経路の油ちれの確認 

♦油タンクや送油管の接含部などから油もれびないかどラか確 
認しでください。 

■電気配線の確認 

♦ ま意 I 電源プラヴをコンたントに巧の根元まで確実 

に差しこんでください。 

• 電源コードが給が気筒などの高温部にふれるおそれのないこ 
とを確認しでください。 


L ごま意 j 電源プラク-コードの発熱-発乂-電圧降下 
を防ぐために… 

• 電源は必す適正配線された単ホ目100 V のコン t ントを使巧しで 
ください。 

•電源コードは、途中で接続したり延長コードの使用-他の電気 
器具とのタコ足配線をしないでください。 




給油器員 
おな□ふた 

/巧醒計 
-巧タンク 
-送油バルブ 
-水グージ 
、かおきバルブ 



オープンポケット内操作部の名称と働き 


1表示の換1ボタン 

• 1 

广 

回巧すごとにデジこ 
運輯時：温度表示 

りル表示びのりかわります。 

停止時：現を時刻表示 

^1時計ちせ表示1^1タイマー含せ表示1、 

タイ7-時：タイ7-腳表を 

1 

1 J 


時計/タイ7-させボタン 


パ見在時刻とタイ7— 時刻を 
含わせるときに巧します。 
時……時含せ 
分……分含せ 


^瓜 I •心同 

表示の換時計/》イト合せ joh 


争動义力調節 


じ-ブ運転 温居設定 


チャイルドロックボタン 


タイマー它ットボタン 


它ーブ運捉ボタン 


义力調節つまみ 


>乂力調節つまみを r 微か」から r 大 J 
の間で動かし乂力をリニアに寺動調節 
します。 

>火力調節つまみを「自動」じ合わせる 
とルームサーモじよる自動運転（温度 
設定ボタンで室温を設定）びでさます。 


温度設定 I ボタン 


甲し甲 

をじ。回 

チラす3 

ッぶまじす 

V いし巧ま 

スな巧なれ 

II し使秒さ 

义じ 3 — 

心点きじッ 

でちと中じ 

つでい止と 

誤した偉す 




















































































































回使用方法(使い方) 




国の解除 


初めで電源プラグをコン亡ントに差しこんだ場合や停電後再通電したときまたはまをサーモスタツトの作動で運転び停止したとき 
は、デジタル表示びになり運転を停止したままになります。 

運起ずる場合は巧のま順で操作しでください。 


广 


才ープンポケット内の I チヤイルド□ック j ボタンを31$な巧に3回 
巧して < ださい。 



点火操作をおこなってください。 


点义 


オープンポケツト巧の孩力調節 I つまみで「自動運転」と「ま動運転」び設定でさます。ご希望の運転方までご使巧ください。 


(点乂順序） 

■义力調節「自動運転」の場合 


乂力調節つまみを「自動」に合わせてください。 


手動乂力調節 


自動 I 微かル 中 大 1 



設定温度と部屋の状況に 
応じた乂力で燃焼します。 


運転スイッチを押して「入」にして < ださい。 



運輯ランプか'点なし、自動的Iこ次のよラ(こ運起（ず備燃焼 
本燃焼）します。 

r 义で調節「手動」（微少〜大）の揚合は設定温度の表示は1 
ありません。 


D スイツチを巧す I 


>運転ランプ点な 
>温度表示点の 
>燃焼巧送風插まわる 


•同時- 


参か油霊流出 
參巧流巧送風塘まわる 


>設定温度と部屋の状 
巧に応じた义力じな 


ri®> 


予摘燃焼 
— 5〜 D 巧一 

-( 自動運転> 


■ 中火力 • 


•本燃焼 


※予備燃晓後約 2.5 分間、义力はか火でじなります。 


■义力調節「手動運転」の場合 


オープンポケット内の[乂力調節 I つまみを「微少」 
と r 大」の間のご帯望の位置に合わせてください。 



r 火力調節I つまみの設定 
义力で燃焼します。 


度お 



スイッチを巧して「入」にしてください。 



運転ランプび点なし、表示部 
の設定温度表示び消え、そ備 
燃焼び終3すると約2 . 5分間 
义力は中义力になり、そのを 
は[火力調節]つまみの設定义 
力で燃焼します。 


■ [MMJ スイッチを「入 J にしたとき、運転ランプび点口せすに 
タイマー表示ランプび点なする場合は、タイマー運転となりま 
すので、 Iタイ 7-t ットI ボタンを押しでタイマー運転を解除 
しで < ださい。 

■燃焼中にスイッチを巧しで[ミ肖义 J にしで、約1秒 W 上 
通電を止めますと自動消'义し、約2分間の冷却のをでないと再 
点火できません。 


室温の調節（自動調節） 

オープンポクツト巧の I 乂力調衝1 つまみを「自動」に合わせると、ルームサーモによる自動運転となり、設定温度に自動 
調節されます。 

表示部に設定温度に4で)び表示されますので設定温度を変える場合は巧のよラに調節しでください。 


設定温度の変更は燃焼中（デジタル表示び温度表示中）におこなつでください。 

0品度設定レザタンの「高め J を巧すたびに1で上昇します。（上限29で） 

「ほめ J を巧すたびじ15でまでは1ですつ下がり、15でからはいきなり 10’C(F 点設定) 
となります。 

10で設定の場合は t— ブランプび点灯し、じーブ運転となります。 

(設定室温を15でな上に上げると亡ーブランプび消え、自動的に解除されまず。） 




























































































































■忆ーブ運転 

•义力調節「自動」運転時に、微か义力でち室温び設定温度より上昇する場合、設定温度より約3で上昇すると自動的に 
消义し、設定温度まで下びると点义動作に入ります。これをくり返すことによりむだな部屋のあたため過ぎを防ぎます。 


1 温度設定 1 ボタンにより帯望の室湿設定後、 t - フ''運転ボタンを巧してください。 

じーブ運転ボタン 

じーブ運ぉ 

S 亡ーブランプび点灯し、 t - ブ運転となります。 

、 

K を再度巧すことによ 
>りセーブランプが消 
^え、セープ運転解除 
となります。 

> 


义力調節（手動調節-手動運転) 


障度設定 I による自動運転の他に、を 力 調節 I つまみによるま動义力調節び巧能です。巧のよラにしでください。 


オープンポケット内の臣^力調節 I つまみを「微か」か5 r 大」の間のごを望の位置に合わせてください。 


白動 / j \ 

〇 J [OIIII ■ lo — - — — 


ま動义力調節 



表示部の設定温度表示び消えで义力調節つまみの設定义力で燃焼します。 


■炎の状態 

■炎の状態は青い炎の中に、いくらかの黄色い炎（ホ义）びまじつでを異常ではありません。 
■ストーフ'の据え巧けやお排気筒の設置条件で炎はをか変化します。 


消义 


G 肖乂順序) 


ま意に曰な上家をあけるなど長時間使田 
しない場合は、運転び完をに停止しでから電 
源プラグをコン它ントから巧いでください。 

■列出のときは、必す運転を停止（消义）しでくださし、。 
• 運転停止後、燃焼巧を風機び厚止するまでは電源ブラ 
ヴを巧かないでください。ちし巧きますと、方ラス円 
筒びくちったり、ス I ブの表面温度び上昇します。 


消乂後、再点义するとをのま意 


•燃焼中に I 運転]スイッチを押しで「切 J にすると、再点义まを装置の働きで、ストーフカ S ちま P されるまでの約2分間は 
再ち、で•さません。 

ただし瞬間的な消义操作（約1物巧）の場合は、そのまま燃焼び継続されます。 

■停電時には、必す属 転 I スイッチを「切」にしでください。 


現在時刻の調節方法 


運転 I スイッチを巧して「切」にしてください。 

I 運転ランプは消'灯しますび、燃焼室びち却す 
るまで燃焼用-巧流用送風機は、運転を継続 
しまず。 

I 燃焼室び;ちがずると燃焼用-巧流用送風機び 
自動的に厚止し、同時にデジタル表示び温度 
表示から現在時刻表示にのりかわります。 




初めて電源プラヴをコンじントじ差しこんだ場さや停電を再通電したとき、またはををサーモスタツ 
卜のが動で運転び厚止したときは、デジタル表示びになり時刻合わせびできません。 
この場合は才ープンボケツト内の r チャイルド□ツク I ボタンを3秒な内に3回押しでデジタル表示を 
[^7^ にしでください。 


オープンポケット内の度示切換 I ボタンを 
1回押して〔時計合せ]にしてください。 


它ーブ 設定温度 室巧温度 

タイ 7- 


•時計音せ 
タイマ-させ 


午前 

午を 




時計合せラン 
プび点なしま 
す。 


時計/タイマー台せ 7 t ’ タンを巧して、現在時刻を合わせ 


て < ださい。 


たーブ 設定温度 き内温度 

タイ 7- 


•時計させ 
タイマ-させ 


♦午前 

午を 


B ：00 


いき r を ） 

時計/タイ7—、;'^ 


時計/タイマー含せ I ボタ 

ンをはなすと時計が動き始 
めます。 

5秒棲にデジタル表示は、 
ストーフ'力<停止時には現在 
時刻表示、運範時には温度 
表示にちどります。 











































































































タイマーの使用方法 

■タイマー時刻合せ 


オープンポケット内の居示切換 I ボタンを 
2回巧して〔タイマー合せ]にしてくださし、。 


時計/タイマー台せパタンを巧して、タイマー点火時刻 


を合わせてください。「分」は已分ごとに動きまず。 



タイマー合せ 
ランプび点な 
します。 


むー ブ 
タイ 7- 
時計含せ 
•タイマ-させ 


設定温度 


室内温度 


•午前 

午を 


5 : 


時計/タイマーさせボタ 



ンをはなしでから 5 秒後に 
デジタル表示は、ストーブ 
び停止時には現な時刻表示、 
運転時には温度表示にちど 
ります。 


■タイ7—運転方法 


才ープンポケット内のタイマーたツト 
ボタンを押してください。 


程転 I スイッチを押して「入」にして 
<ださい。 



デジタル表示に夕 A 
ィマー点乂時刻び 
表示されます。 


運転するとをの 
ごを望の火力に A 
合わせて<ださ V 
い。 



タイマーランプ 
力 s ' 点灯し、タイ 
マー運転に入り 
ます。 


■運転中に I タイマ ー t ツト I ボタンを巧ずと、ス I ブは自動消义し、タイマー運転に入ります。 
■タイマー運転は、 [ H ] スイッチび「入 J じなつでいないと運転び開始されません。 
•おでかけのときのタイマー点义は避けでください。 


■タイマー運転の解除 


タイマー t ツトボタンを押しまず。 

、 




運転スイッチを巧して 1 ■切」にしてください。 


タイ 7 —じット 

タイマー表示ランプび'消灯し、 

K 


巧ろう 

時刻表示に現在時刻び表示さ 

\ 1 運 起 1スイッチを「の J にしないと、自動的に運転を開始 


れ、タイマー運転び瞄除され 

V します。運転を停止する場合は必す 1運転1 スイッチを巧し 

V _ 


\ ます。 

で「切) J にしでください。 

J 


■タイ 7一時刻.現在時刻の確認 


表示の轴 ボタンを 1 回巧すと〔時計合せ〕じなり現在時刻を表示します。 

表示の換 I ボタンをもラ 1 回巧すと〔タイマー合せ〕になりタイマー時刻を表示します。 


チャイルド□ック 

お子様などによるいたすら操作の防止や、誤って su スイッチを押しでち点义しないよラにしたいときに使巧しでくだ 
さい。 

停止中に才ープンポケット内の吊ヤイルド□ック 1 ボタンを3秒 L ソ内に3回巧してください。 


チャイルド□ックびじットされ、デジタル表示が区！]となります。 

チャイルド□ックのじット中は 、 I 運転 I スイッチを巧しでも点义しません。 
( I 運転」スイツチを巧すと、アラームとの]表示の点滅でお知らせします。） 


•チャイルド□ックの解除は、再度 I チャイルド□ック I ボタンを 3 砂]^抑こ 3 回巧しでください。 
〔連続しで巧しつづけると、現在時刻表示とに□表示を繰り返しまず。〕 











































































































モ三夕ーサインについて 

ストーブにトラスレび発ちすると、トラブル巧客びデジタル表示部に記号表示（モニターサイン）されます。 

この場合記号表示の巧客を、ストーブち側面に印刷されたモニターサインー覧表、または11〜12ページ「故障’異常の見 
分け方と処置ちま」をご覧のラえ、必要な処置をしでください。 


〈モニターサインー覧表〉 


モニターサイン 
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使用上のを意 

本書の「特にを意しでいただきたいこと（まをのために必すお守りください）」の他に、巧の頂目についでちを意しでくだ 
さい。 

■上面ガードは、地震などにより可燃物び落下したときなどに义災を防止するためのちのです。やむをえす取りはずした 
場含は、必すちとの状態に取りなけでおいでください。 

•クリーニンク'店、美客院などの化等薬品を使ラところや温室、飼育室など、動植物の育成栽培に使届しないでください。 
• 雷び発ちしたとき、雷(誘導雷）により一時的な過電圧びかかつでち、過電圧防止装置び機器を f 呆護するしくみになつで 
いますび、大きな雷（直擊雷など)の場合は、電子部品を損傷する恐れびありますので、電源プラヴをコン t ントから巧 
いでください。 


回まま装置 

このストーブには巧のよラな安全装置びついでいます。 

すべでのまを装置は、異常び取り除かれでを再度点义操作をしなければ運転は停止したままです。 


まを装置 

原因* 

作動結果 

処置方る 

巧震自動消义装置 

表示） 

•強い地震や衝撃を受けた 
とき 

A ■モニターサイン〇表示 
V -白動的に消乂 

•ス 1 ーブの周迈に異常がないか確認し、点 
乂操作をしでください。 

(对震白動消乂装置は作動媛自動的にじツト 
されます。） 

点义安全装置 

燃焼制御装置 

(フ レー ム□ツド） 

(E 1 表示. <5 i ? 表示'! 

\ (遗が肖火）（不着乂） ノ 

•点乂 S スをしたと苦 
•透中消乂をしたと苦 
•炎が異常にルさいとき 

-モニターサイン〇表示 
> または医 d 表示 
^ -白動のに消义 

•曰常の点検•ま入れ (9 〜 11 ページ参照)を 
しでから点乂操作をしでください。 

•なおち異常のある場含は、お買い求めの販 
売店じご相談ください。 

停電安全装置 


-自動的に消乂 
> • 通電媛モ—ターサイン 

■再運起するときは 1チャイルド□ツク1 ボタ 

♦停電したと苦 

ンを 3 秒が内に 3 回押しでデジタル表示が 

(1- -[。表示） 

•電源プフグが巧けたとき 

^ |--。|表示 

1- -1 しなつでから再度点乂操作をしで 

ください。 




過熱防止装置 

安全サーモスタツト ：110 で 

(--[L 表示） 

•对流フアンガードやスト 
ーブの前面がふさがった 
と苦 

•ス 1 -ーフ''の前面に障害枚] 
などびあるとき 
•对流巧送風機が□ックし 
たと夏 

-自動的に消乂 

A •ストーブがちま日された後 
V モニターサイン 
表示 

•原因を取り臨童、ストーブカ<十分冷却して 
から 1チャイルド□ツク1 ボタンを 3 秒 W 内 
に 3 回押しでデジタル表示び卜 -1 にな 
つでから再度点火操作をしでください。 
処置をしでち顯り返し作動するときは、い 
つたん 1運転1 スイツチを押しで「の J にし、 
販売店に連絕しでください。 























































因その他の装置 


装置の名称 

原因•作動結果 

処置方る 

再点义安全装置 

•消乂直後、再点火操作し 
たとき 

A -約2分間のちがをでない 
v と点义動作に入らない 

/•約2分経過媛、白動的に点火動作を開^ 

1始します。 / 

が気管巧け検巧装置 

げ弓表示） 

•排気管の接続部がはすれ 
たと寒 

•排気管抜け横知巧リード 
線がはすれたり、斷線し 
たとき 

A -モニターサイン臣互表示 
V •ス1-ーブの運転を停止 

• 給排気筒およ0^排気管の接続部に、はすれ- 
ゆるみがないか確認しでください。 

• 排気管描け検知巧リード線のゆるみまたは、 
はすれ-切れが‘ないか確認しでください。 

燃焼巧送風機異常 

検出装置 

(医互]表示） 

•回転数が異常に巧下した 
と苦 

A ■モニターサイン 1 E 国表示 
V •ス1-ーブの運転を停止 

♦異常巧下の原因を取り陈いでから点乂操作 
をしでください。 

•なおち異常がある場含は、お買い巧めの販 
売店じごホ目談ください。 

過電流防止装置 

(表示部全消な） 

•内部配線の シヨー トじよ 
り過電流が流れたとき 

A -電流ヒューズが研れ、す 
V ベでの運転を停止 

• お買い求めの販売店に修理を依頼しでくだ 
さい。 

ま全サ-ミスタ谓板上: 73で) 

(臣图表示） 

•对流フアンガードやスト 
ーブの前面がふさがった 
と童 

•ス1-ーフ''の前面に障害枚] 
などびあるとき 

A -モニターサイン (E 国表示 
V -自動的に消乂 

•原因を取り陈いでから点义操作をしでくだ 
さい。 

•なおち異常がある場含は、お買い求めの販 
売店じご相談ください。 


国曰常の点巧•手入れ 

点検、手入れのとさのま意 

点検•手入れは消乂後、ポットバーナびち却しでから、必す電源プラヴをコン t ントから巧いでおこなつでください。 
1 A ま意 j 電気部品の分おや巿販品との交換は絶対にしないでください。 


点検、手入れの必要項目、時期、方法 


■周囲の可燃物 （使巧ごと） 

• ま意]ストーフの周囲は、常に整理•掃除し、燃え 
やすいちのを置かないでください。 

圓ほこり•巧れ （使巧ごと） 

• ほこりやちれをそのままにしでおきますと、ミ由びしみたりし 
でを険でず。 

ス I -ーブはいつち清潔にしでご使用ください。 

■ミ由をれ•ミ由のたまり•ミ由のにじみ （使巧ごと） 

•置台-ミ由タンクにミ由ちれ-ミ由のたまりやミ由のにじみびないか、 
とさどさ点検しでくださし、。 

給ミ由の際にこぼれた灯ミ由は、よくふきとつでください。 

ミ由ちれのある場合は、お買い巧めの販売店に修理を依頼しでくだ 
さい。 

■ゴム製送;'由管の点検‘交換の目安 （シーズンの 初め) 
• 。ごま意]ゴム製送'油管は、屋がで使巧しないでくださ 
し、。屋外での使巧は禁止されでいます。 


• 匡のでゴム製送ミ由管を使用しでいるとさは、までかし巧げ、 

膨潤、収縮、変質、変お、ひび割れびないか確認し、欠点の 
あるとさは交換しでください。 

交換の目まは、3年に一度です。 

■ミ由タンク （シーズンのネリめ、適時） 

• ミ由タンク巧は水やごみびたまりやすレちのでず。給ミ由のとき、 
点検しでくださし、。 

ミ由タンク巧の水抜ぎ及び掃除は、ミ由タンク付属の取扱説明書 
に従っでおこなっでください。 

国給が気筒の接続部のゆるみ及びトップの周囲旧に1回程度） 

•を合が気筒及び、トップの周囲に障害物び置いでないか、とき 
どさ点検しでください。 

•給が気筒びつまりますと、不完全燃焼をおこします。シーズ 
ン初めには必す点検し、くちび巣をつくったり異物び入った 
りしでいるとぎは、必す掃除しでください。 

•おが気筒及び、が気管の接続部びはずれたり、排気管巧け検 
巧用リード線びはずれたり、脚線しでいないか点検しでくだ 
さい。 



























•給排気筒を一度取りはす 
しで、再び取り巧けると 
さ、排気管の接続部内部 
にはめこんである0リン 
グび破損しでいないか確 
かめでください。 


破損していた場合は、お買い巧めの販売店に交換を依頼しでくだ 
さし、。 


■定ミ由面器のストレーナの掃除 （適時） 

(お買いホめの販売店に巧頼しで < ださい。) 


•定ミ由面器には、ごみを除くためのストレーナびついでいまず。 
水やごみびたまると、灯ミ由の流れを妨げで、十分な义力び出 
なくなります。 

なのよラに掃おしでください。 



1 . ミ由タンクの送ミ由バルブを閱じ 
で < ださい。 

2 . ストーフ''のち側板ふたを止め 
でいるねじ （1 本）をはすし、 
ち側板ふたを取りはすしでく 
ださい。 

定ミ由面器びみえできます。 

3. スト レーナの掃お □に荷札な 
どの層紙を差しこんで、ミ由ガ 
イドを巧り、その下に容器を 
置いでスト レーナの 止めねじ 
をゆるめではすしでくださし、。 
定ミ由面器の巧れたなミ由やごみ 
びを部流れ出ます。 

4 . ストレーナを取り出しで、き 
れいなな巧の中ですすぎ洗い 
をしでください。 

(水で洗わないでください。） 


組み立てるときは 

• 〇リンヴおよびストレーナコ'ムパッキンを忘れめよラにしてく 
ださい。 

•ストレーナを逆に入れないでください。 

•ストレーナの止めねじを、固く締め巧けでください。 

• ミ由ちれびないか確認しでください。 


■ポット パー ナの掃除（適時) (gS 買い求めの販売店じの頼しでくださし;） 

•[ごま意 I 掃除は、ストーブを消乂させ巧分ち却しでか 
ら、おこなっでください。 

熱い状態でおこなラとやけどのおそれが'あります。 

• ポットパーナにすずびついで炎のあび不揃いになったときや、 
ポットパーナの底にすずやカスびたまりずぎで着义びおそく 
なったときは、巧のよラにしでずすを取り除いでください。 

1 . 前面ガードと上面ガードをはすし 
ます。 

2 . 上面板の左ち各2本のねじと、後 
側3本(両端と真ん中)のねじをは 
すし化お板といっしょに上に引き 
あけではすします。 

3. 上面板遐熱おの4本のねじをはす 
し、上に引さあげではすします。 

4 . 燃焼筒ふた押えの2本のねじをは 
すし、取りはすします。 

5 . 燃焼筒ふたをはすしでください。 

6 . スクルトンをガラス円筒にあでな 
いよラにしで、取りはすしでくだ 
さい。 


上面板 




燃おリンブ 


7. 燃焼リングを左へ回しでから、フレーム□ッドに当でないよラ 
にを意しで上へ引きあげで取りはすしでください。 

8. 点义ヒータ、点义ネットをいためないよラに、ポットバーナ巧 
部のすずをドライバーなどでかき落としでから、巧などでふき 
とつでください。 


燃お筒ふた 



9 .組み立での際、燃烧リングは、 
左図のよラに正しくお実に取 
りなけでください。 


■反射板*ガラス円筒の掃除（適時） 

• G ごま意 I 掃除は、ストーブを消乂させ巧分冷却しでか 
ら、おこなつでください。 

熱い状態でおこなラとやけどのおそれが'あります。 

• 反射板およびガラス円筒にほこりびたまりまずと、反射効率 
び悪くなるばかりでなくち険でずので、巧の要領で適時掃な 
をしでほこりを取り除いでくださし、。 

1 . 前面ガードをち側の固定ばね 
(2 個)力、らはずし左側にまわ 
しでください。 

2 . ガラス円筒を割らないよラに 
を意しで、掃除機などでの部 
のほこりをきれいに掃除しで 
ください。 

3. やわらかい巧などで、反射板 
およびガラス円筒をきれいに 
ふいでください。 

4. 掃除び'終わりましたら、ちと 
どお0にじツトしでくださし、。 


前面ガードの t ット seb'o 


■ガラス円筒内部の掃除 （適時) が買い求めの販売店に依頼しでください。： ) 

•巨!’ま意^除は、ストーブを消乂させ巧分ち却しでか 
ら、おこなつでください。 

熱い状態でおこなラとやけどのおそれが'あります。 

• 長期間の使用や、ミ由だまりによる大燃焼の後にはガラス円筒 
びすすけることびあります。 

ガラス円筒びすすけで炎び見えにくくなつたときは、10ペー 
ジ「ポットパーナの掃除 J の項にしたびい、スクルトンをは 
ずしでガラス円筒を掃除しでください。 

•方ラス円筒には、水をかけたり、衝撃をちえたりしないよラを 
意してください。 

■運転中にガラスび徐々にすすけた揚さは、しばらくの間 （30 分 
間）义力を大きくすることじより、すずを除去することびでき 
ます。 


前面ガードは、きちんと取り 
はけで < ださし、。 



■フレーム□ッド（燃焼制御装置）の点検 （適時） 

買いずめの販売店に巧閣しでください。) 

•フレーム□ッドの巧端にすずび巧着したり、フレーム□ッド 
び変形すると、誤た動の原因になります。 

ずすの巧着やフレーム□ッドの変あびある場合は、必ずお買 
いホめの販売店に点検-交換を巧頼しでください。 
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圓点义ヒータ-点义ネット-ノズルの点検 （シーズンの巧め) 

(お買いずめの販売店に ffi 頼しでください 5) 

• 点义ヒータや点义ネットにずすび巧着しますと、ホ熱びお下 
したり、ミ由のひろびりび悪くなり、着义不良の原因になりま 
ず。 

• ノズルの巧端にすすび巧着しまずと、異常燃焼になったり、 
着义不良や消'义時間び長くなる原因になりまず。 





1 . 運転を厚止し、巧流 
フアンび止まつでい 
ることを確認しでく 
ださい。 

2 . 掃除機などでガード 
についたほこりを取 
り除いでください。 


シーズン巧めには、必す点検しでください。 

点义ヒータ、点义ネット、ノズルの点検'交換は破損のないよラ 
に-注意しでおこなラ必要びありますので、必すお買い巧めの販売 
店に巧頼しでください。 

■対流ファン乃ードの掃除 （ 1過間に1度） 

•巧流ファンガードにほこりびたまると、音び大きくなつで温 
風量び少なくなり、暖房出力び低下ずると同時に、ストーブ 
巧の温度び異常に高くなつで、過熱防止装置またはま全サー 
ミスタび作動する場合びありまず。 

• 1週間に1度は、巧のま順にしたびつでが流フアンガードの 
掃除をしでください。 


巧流ファンガード巧には、指や棒などを入れないでください。 

■地震などの災害が'発ちしたとさの点検についで 

•地震などの災害び発ちし、ス I -ーブに}辰動や衝撃び加わった 
とさは、運転前に必す巧の点検をおこなっでください。 

〇給排気筒まわりのはすれ、ちれの確認 
〇灯';由配管からのちれのお認 

点検で異常び見つかった場合は、お買い巧めの販売店に修理 
をの頼しでください。 


回定期点検 

長期間ご使届になりますと、ストーフ'の点検び必要です。 

2シース'ンに1回程度、シース'ン終3をなどに点検を実施しでください。点検のご相談は、お買いあげ店または修理資格者 
〔し財）曰本扫ミ由燃焼機器な守協ミ （ TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習合修3者（6ミ由機器技術管理±)など〕 
のいる店までお問い合わせください。 


巧]巧障 • 異常の見分け方と処置方法 


■巧のよラな現象は故障ではありません。 

•修理を依頼される前にちラー度お確かめください。 


現 象 

説 明 

点 

乂 

時 

义 

時 

初めで使巧するとき、煙やにおいびでる。 

耐熱塗料やほこりび焼けるためです。 

しばらく窓をあけで換気をしでください。 

すぐに点义しない。 

ず熱点义ちすのため予熱時間び3分程度必要です。 

(ず熱時間は室温によりをか変化します。） 

燃焼開始時や消义後に「ピチピチ J といラ音び 
する。 

本体の部び熱により膨張、収縮するためです。 

点义時にポンと音が'する。 

点义するときにお生する着义音で、異常ではありません。 

燃 

焼 

時 

去 

の 

他 

青炎の中に黄色い炎（ホ义）が'混じる。 

異常ではありません。 

給が気筒の先端から連続的に白煙び化る。 

外気温び巧くなると、排気ガス中に含まれでいる水分び凝結し 
で水譲気になるためで、異常燃焼による白煙ではありません。 

な;'由ぎれの際、一瞬炎び大きくなつで消义する。 

異常ではありません。 


■巧のよラな現象のときは使巧を中止し、ミ由タンクの送';由バルブを閉じで販売店にご連給ください。 


現 象 

症 状 

•点义時-燃烧時-消义時に「ボーン J といラ 
大きな音びした。 

ストーブび損傷したりパツキンび飛散しでいるおそれびあります。 

•黒煙を化しで燃えでいる。 

燃焼が'異常になつでいます。 

•置台に;'由び漏れでいる 

送ミ由配管よりミ由びをれでいます。 







































■使用中に異常が'ありましたら、巧表により原因を調べで処置をしでください。 

■原因のねからないとさや、処置のむすかしいとさは、お買い巧めの販売店、またはおおくのコ□ナお客様ご相談窓 □ 
にご連給ください。 ※設定温度表示にモニターサインび表示されます。 


現 象 

原 因 

E1 

達 

巧 

消 

义 

E2 

i 

乂 

し 

な 

い 

E3 

冠 

震 

巧 

動 

E 已 

気 

营 

抜 

け 

検 

知 

作 

動 

-CL 

爵 

電を 

サ 

I 

モ 

作 

—動 

E0 

妄 

全 

サ 

I 

夕 

作 

動 

炎 

が 

大 

さ 

< 

な 

ら 

な 

し、 

黒 

煙 

を 

出 

し 

で 

燃 

そ 

る 

巧 

ス 

円 

筒 

び 

す 

す 

け 

る 

な 

喜 

た 

で 

で 

燃 

を 

る 

'な 

ミを 

の 

に 

お 

し、 

び 

す 

る 

爆 

発 

の 

な 

燃 

焼 

を 

す 

る 

電 

源 

び 

入 

ら 

な 

い 

処置方ま 

電源プラグをコン t ントに差しこんでいない 













• 

コン t ントに確実に差しこむ 

強い地震びあった。 

または、スブに衝撃をちえた 



♦ 











P11f 地震などの災害び発をしたときの点検についで」 

の点検頃目を確認し、1運転!スイッチを押し直し再点火 
する 

送巧パルブび閱まっでいる 

♦ 

♦ 












送ミをバルブを開く 

zr ム製送;'由管に空気だまりか’ある 

• 

♦ 





• 







Zf ム製送‘进管を振る。山おになつでいる巧は平に直す 

定巧面器に水、ごみの目ブまり 

♦ 

♦ 





• 







送巧バルブをしめでストレーナをはすし、掃除する 
おタンクの水を抜く 

給が気筒の設置び基華通りでない。排気管び長すぎる 








• 

• 





星華どおりに設置する 

お流つアンガードにほこりびたまった 





参 

参 








フアンガードのほこりを掃除機などで吸い取る 

給が気筒工事不適当のため逆風現象か’ある 

• 













給が気筒の取 0 巧けを適正にずる 

燃焼リングのおり巧けび悪い 








• 

• 

参 




正し < 取りなける 

給が気筒のつまり 








• 

• 

参 




給が気筒を掃除ずる 

巧ちれびある 











参 



ちれ力巧を締め直す（販売店に修理を依頼ずる） 

給排気筒接続部びはすれでいる。すきまびある。 

が気筒巧け検知巧リード線端寺接続のゆるみ 




• 







• 



給が気筒接続部のはすれを直ず 
ゆるみを直す 

フレーム□ッドにすすか’多量に巧着した 

♦ 













すずを取り除く（販売店に修理を依頼する） 

厚電びあった 





参 









I-CLI を解陈し、時刻などをじットしで再度点乂操作 
をする 

給が気筒トップの先端か f おおわれでいる 

♦ 







♦ 

♦ 

• 


• 


おおつでいるちのを取り除く 


国部品交換のしかた 

■部品交換のとをのを意 

I 么ま意 I 不完をな修理、調整はを険ですので、部品の交換、調整が'必要の場合には、お買いホめの販売店または、修理資 
巧者〔(財）曰本石';由燃焼機器保守協含でおこなラ技術管理講習舍修了者（石';由機器技術管理±)など〕のいる販売店にご巧 
談ください。 

部品交換は コ□ナ純正曲品 とご指定 < ださい。 

部品ご入巧の際には、コ□ナ製品取振販売店で必すコロナ純正部品とご指定ください。 

純正部品]^外の部品をご使巧になりますと、性能が十分に発揮されないばかりか、ストーブを損傷したり思わ妃事故の原因になります。 


消耗•劣化しやすい部品（交換び必要な部品) 


項 目 

巧 容 

使巧期間により交換び必要な部品 

ポットバーナ-点火ヒータ-燃焼リンブ-スクルトン-つレーム□ッド-点乂ネット-ガラス円筒-各種パッキン 

環境により劣化しやすい部品 

プ1」ント配線板-燃焼巧送風磯-ゴム製送;由管 

変質’不純な;'由の使巧(こより劣化しやすい部品 

電磁ポンプ•定ミ由面器-ノズル 


因保管(長期間使用しない場合） 

設置したままで保管する場含や、しまわれるときは、曰萬の点検•手入れの項を参照し、巧の要領で保管しでください。 

1. 電源プラグをコンじントからないでください。 

* 1 么ま意 I 設置したままでな管する場合ち必す、 電源 プラヴは巧いでください。 

2. ミ由タンクののミ由はすべで出しでください。 

•かに水分やごみを残したままにしでおきますと、ミ由タンクが腐食する原因になります。 

3. 定ミ由面器の中の'月';由を巧いでください。 

4. 対流フアンガードのほこりを掃除機などで取り除いでください。 

已.内部のごみやほこりを取り除いでください。 

6.塗装部分は、しめった巧で巧れを落としでから、からぶきしでください。 

• 傾けたり、横倒しの状態では絶なにな管しないでください。 

• 「取扱説日月書 J ■ 「工事説明書 J は、大切に保冒してください。 
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I 巧 I 到 


ィ 


- I 巧夏固がれ] 


1トラン习 


码 




医巧部 I 


I ポットヴ ー S スタ I I ルームサーモ I 


型 

なの 

呼 

び 

FF - VY 55 PL 

種 





類 

ポ、ジ h す-屋内巧-強制給排気お-強制対流お 

点 


乂 

ち 


iC 

電気点乂す 

使 


巧 

燃 


料 

なミ由 ( JIS 1号な巧） 

燃 

料 

消費 

量 

最 

大 

6.36 kW (0.618 L / h ) 

最 

ル 

2.04 kW (0.198 L / h ) 

発 


熱 

量 

最 

大 

22,890 kJ/h 熱効率 86 .日％ 

巧 

び 

熱効 

率 

最 

ル 

7,330 kJ/h 熱効率 83.8% 

暖 

房 

化 

力 

最 

大 

已 .47 kW 

最 

ル 

1.71 kW 

熱 


効 

率 

最 

吕 

86.0% (目盛大のとき） 


最 

m 

83.8% (目盛微少のと言） 

標 

活 

適 

室 

温暖地 

木造 23.0 rrf (14 置)までコンクリート31.日 rrf (19 置)まで 

暮冷地 

木造 23.0 rrf (14 置)までコンクリート38.0 nf に3置)まで 

外 


お 

寸 


ま 

高さ60加 m 幅日 OSmm 壁巧3日6咖（置台を含む） 

質 量 

18.5 kg 

電源電圧巧び周波数 

100 V 已 0/60 HZ 

定 

挖 

消 

費 

電 

力 

点火時 340/340 W -最大燃焼時 42/42 W 
最大目日日/600 W (点乂初期に短時間凳生） 

待 

機 

時消 

費 

電 

力 

3 W 

給排気筒の型式の呼び 

QU 4-4 

給 

排 

気筒の呼び 

径 

D 40 

給が気筒の壁真通部の孔径 

075111 m 

排 


気 

旧 

/血 


度 

260で政下 

電 

流 

ヒ 


- 

ズ 

5 A ■10 A 

を 


を 

装 


置 

対震有動消乂装置-点火安を装置-燃焼制御装置-停電安を装置-過熱防止装置 

そ 

の 

他 

の 

装 

置 

再点火安全装置-過電流防止装置-排気管抜け検知装置- 
燃焼巧送風機異常検出装置-安をサー吉スタ 

巧 


属 



品 

遮熱板1個、給排気筒じツト1組、本体固定金具2個、 

ゴム製送油管締付バンド2個、ス1」ーブ1個、取扱説明書、工事説明書、巧有害票 


斷^部 J 


引ポンプ I 
胃歷ボンフ I 


焼フアン I 

ヒュ—ズ. 


※標準適室は、社団法人-日本ガス石油機器工業含の算定薑華によります。 


曲アフターヴービス 

■保証について 

•このコ□ナ石油ストーブには保証書がついでいます。 

保証書は、必す「お買いあげ曰■販売店名 J などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受け取りください。内容をよくお読みのあと、大 
祝に保管しでください。 

参保証期間は、お買いあげいただいた曰から1年間です。 

•巧のよラな原因による故障およ o ^事故につきましでは、保証の対象になりませんので注意しでください。（詳しくは保証書をお読みくださし、。) 
■蜜質灯油や不純な巧など、またな油!^外の燃料使巧による故障や事故 
■誤った使用ちまによる故障や事故 

■修理を依頼されるときについて 

♦「お障.異常の見分けちと処置ち法 J (11-12 ページ）の頂にしたがってお調べく 
ださい。直らないときは、ご使巧を中止し、必す電源プラグを抜いでから、お買い 
あげの販売店にご連絡ください。 

♦ご連絡いただきたい内客は次の通りです。 

①品各⑤型式の呼び③お買いあげ曰@5即章の状況（出来るだけ具体のじ） 

•修理に隙しましでは、保証書をご提示ください。保証書の規定じしたがって、販売 
店び修理させでいただきます。 

•保証期間び過ぎでいるときは、修理すれば使用できる焉含には、ご希望により有料 
で修理させでいただきます。 

•ご不明な点や修理に関するごホ目談は、お買いあげの販売店または、この取扳説明書 
の裏表紙に記載されでいる「お客様ご相談窓 nj じお問い含わせください。 

•修理料金は、技術料-部品代-出張料などで構成されでいます。 


■補修巧性能部品についで 

•当社は、この製品の補修用性能部品を製造巧 
ちのり媛、7年保有しでいます。 

•補修巧性能部品とは、その製品の機能を維持 
するためじ必要な部品です。 

■故障-修理の際の連絡先 

•お買いあげの販売店または、この取扳説明書 
の裏表紙に記載されでいる「お客様ごす目談窓 
□ J じご連絡ください。 


画仕様 

仕様 配線図 
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画据え付け•ち設 

据え付け.移設工事は販売店に依頼する 

おえ巧けや移設工事は販売店または据え巧け業着に依頼し、お客様ご白身ではおこなわないでください。 


据え付け場所の選定及び標準据え付け例 


据え付けについでは、义がず巧条例、電気設備に関する技術皇華などまちの畐華びあります。工事説巧書（工事編）の「特に;'主意 
しでいたださたいことほ全のために必ずお守りください)」をお読みになり、販売店又は据え付け業者とよくご相談しでください。 
また、「標準おえ巧け例」についでは、下図を参照しでください。 


標準据え付け例 

ストーブの据えなけは、下図を満足させる位置に取巧けでください。 




適熱板 100 cm 

が上 

i 




出ブま 11 cm 60 cm しツ上 


► A 寸法は、/必ず20 00^上とし、ストーブ'前面左側に巧属の遞熱板を取り巧けでください。 

(同個の「避熱板の取巧け方法」を参照しでくださし、。） 

►遮熱板を取りなけない場含は、 A 寸法を25011臥上にしでください。 

►点検-手入れのため、巨寸法を 30 cm 切上にしでください。 


• 側ち障害物は、両側にあつでちよいび給が気 
筒と障害物、巧燃物との距離は4日 cmJ ^ 上とつ 
でくださし、。 

• 前ちにおや建物がある場合は給が気筒先端と 
前ち障害物との距離は 60 cmJ ^ 上離し、かつ上 
方および両側ちに気流を阻止する障害物びな 
いよラにしでくださし、。 

• 給が気筒下面は地面から 20 cmJa ^ 上離すよラに 
しでください。なお積雪地域では、給排気筒 
先端び雪でふさびるおそれのない高さを確な 
しでください。 

•木造の建物で壁にメタルラス張り、ワイヤラス張り、 
または金属板張りをしである場所に給が気圈を通す 
ときは、それらのを属部に接しないよラに電気的絶 
縁をしでくださし、。 

•壁に巧をあける場合、壁の内部にある電気配線'ガ 
ス-水道の配管にあた6ない場所を還んでください。 


積雪地区におけるま意 


給排気筒を延長ずる場合のま意 

給排気筒を延長する場合は、3 m 3 a びりな下で取付け 
られる場所を選定しでください。 

据え付け後の確認 


積雪のをい地ちでは、積雪時に給が気筒び雪でふさがれないよラ 
な取な場所を選定しでください。また、風がよどむよラな場所で 
は、がガスを再度吸い込んで不完を燃焼を起こすことびあります。 


据え付けび終わりましたら、ちラー度、工事説明書（工事編）の「特にを意しでいただきたいこと（まをのために必ずお守りく 
ださい)」をお読みになり、工事説明書（工事編）に記載されでいるとおり据え付けられでいるかどラカ、を確認しでください。 


試運転 

試運転は販売店または据え巧け業着とごいつしよに必ずおこなつでください。 


■運転準備 

ま意 I 電源プラグをコン它ントに巧の根元までお実に差しこんでください。 (デジタル表示び [ III 己） 

•臣玉王正ボタンを3砂 jai 巧に3回巧しでください。（デジタル表示び [ nzn )) 

•ミ由タンクに給ミ由し、送ミ由経路の空気抜きをしでください。•送ミ由経路やス I -ーブより;'由もれびないか確認しでください。 
•定ミ由面器 I 」它ットボタンを它ットしでください。 •タイマー運輯じなつでいないことを確認しでください。 


■運転 

ミ由タンクの送ミ由バルブを開いでください。 圓消义の手順 


r 運転 I スイッチを押して「入 J にして < ださい。 

(運転ランプ点灯） 

• r とを意 I 初めでお使いになるときは.耐熱塗料などび焼けで 
煙と臭レびでます。窓をあけで部屋の換気をしでください。 


. 運転 入/の 



♦約己〜6分間の予備燃焼び終わると 
本燃焼に切りかわります。 

•炎の状態は、青い炎の中にいくらかの 
黄色い炎（ホ义）がまじっても異常で 
はありません。 


火力調節つまみを r 微少」〜 r 大」に設定し、手動運転び 
できることを確認してください。 


I 運転 I スイッチを押して r 切」にしてください。 

(運転ランプ消'打） 


Q 運転 入/の 

燃焼室び冷却すると自動的 I こ 
燃焼巧-巧流巧送風機が止ま 
り、デジタル表示部び現在時 


刻表示じなります。 


> 


•正萬運輯しない場含は、11〜12ページ「故障•異常の見分けちと処 
置ち法」を参照しでください。 

•長期間の保管後、再强設置ずる場含ち「試運輯」の字順にしたがい、 
試運輯をおこなつでくださし、。 
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TEL (076)260-0567 
TEL の 76)26 日-0038 
TEL (076)444-0567 
TEL 0776)23-0567 


TEL (0 25 6)3 2 - 21 26( 代表) 
TEL 〇 25 が 32 - 2 じ 9 代表^ 
TEL 025)286-9131 代表^ 
TEL (026)221-51 11ミ代表) 
TEU 0263)26-0051 (代表) 


青森巿ち館1了目 12-38 
青巧巿古館1了目 12-38 
が田市泉中巧 4 T 目 4-1 8 
が田市が祖川兰千刈 109-1 
八戸市売市4 了目 4-7 
八戸市売巿4 了目 4-7 
弓ム前市田圍 1-2-1 
化前市田圍 1-2-1 
盛岡市門 2-1-42 
盛岡市門 2-1-42 

奥州巿水巧区か巧工業団地4 了吕79 


干 564-0044 
干 564-0044 
干 760-0078 
干 612-8414 
干 651-2133 
干 522-0024 

干 620-0061 


FAX の 17)742-8275 
FAX (01 7)743-1 118 
FAX の 18)864-8468 
FAX の 18)864-5760 
FAX (0178)45-4290 
FAX の 178)71-1344 
FAX の 172)28-0191 
FAX (0172)29-1133 
FAX の 19)622-5244 
FAX の 19)604-0283 
FAX の 197 に 2-4452 

FAX (022)236-8810 
FAX の 22)783- 1792 
FAX の 24) の 8-3021 
FAX の 23) 目 42- 3254 
FAX のの 4)31-0581 


FAX (日 3)3927- 11目日 
FAX の 3)3927-1 13日 
FAX の 3)3927-1 160 
FAX の 42)528-2:382 
FAX (047 312-8338 
FAX ミ 045)852-5540 
FAX の 55)268- 1569 
FAX 048 651-6370 
FAX 048 651-6370 
FAX の27た61 -91 39 
FAX の 28)632-5205 
FAX 0276口 8— 5508 
FAX の 29)241-4268 
FAX の2が 836-1913 


FAX の 256)35— 8519 
FAX (0256)32-2137 
FAX の 25)286-331 3 
FAX の 2 6た 21 -0039 
FAX の2目 3)25-9961 

FAX (076)260-077 己 
FAX の765260-0738 
FAX の 76)444-06 11 
FAX 0776)23-0580 


干030 -0946 
干030 -0946 
干01日-0917 

干01日-0802 

干 031-0073 
干 031-0073 
干 036-8086 
干 036-8086 
干02日-0823 
干02日-0823 
干 023-0002 

干 983-003 己 
干 983-0035 
干 963-8033 
干 990-2423 
干 998-0103 


干 1 14-0003 
T 114-0003 
T 114-0003 
干 190-00 11 
干 270-2222 
干 2が-0063 
干 409-3866 
干 331-0812 
干 331-0812 
干 370-0007 
干 321-0933 
干 373-0825 
干 310-0852 
干 305-0861 


干 955-0864 
干 955-0864 
干 950-0855 
干 381-0022 
干 399-0033 

干 920-0027 
干 920-0027 
干 930-0985 
干 918-8237 


信越. 
北陸地区 


新 

湯 る 

店 

兰をサービスじンター 

新 

爲東営業 
野営業 

巧 

長 

巧 

秘 

本営業 

巧 

金 

お ま 

店 


金おサービス它ンター 
富山営業巧 
福抖営業所 


TEL の 3)3927-1 151 
TEL (03)3911-1131 
TEL (03)3927-1152 
TEL (042)51 9-5271 
TEL 047 312-8330 
TEL (045)852-4008 
TEL (055)268-1567 
TEL の 48)651-1722 
TEL の 48)651-1231 
TEL (027)361-4806 
TEL (028)632-5105 
TEL 0276 り 8-6571 
TEL 029)241-2172 
TEL 029 839-5325 


北海道地区 


東化地区 


関東地区 


FAX (日 92)474-5775 
FAX (092)474-6414 
FAX の 93)592— 8666 
FAX の99 281-1252 
FAX 096 369-6323 
FAX (095)882-7767 
FAX (0985)25-0685 
FAX の 97)523-51 目 2 


宿岡市博多区東比恵 2-2-4 日 〒812-日日日7 

福岡市博多区東比恵 2-2-4 日 〒8 12-0007 

:化刀;州市ル詹化区愛着 2-6-4 〒803-0828 

鹿巧島市宙上 7-16-5 〒890-0034 

熊本市尾ノ上 1-11-12 〒862-0913 

長崎県西彼许郡時まのを底郷お田 74-1 〒851-21日6 
宮崎市霧島 3-59-2 〒880-0032 

大分巿3左 1-19-7 〒870-0108 


広島市ち化南区お園 3-27-20 〒731-0138 

広島市ち化南区お園 3-27-2 日 〒731-0138 

岡山市化区辰己 35-1 03 〒700 -0976 

米寺市目ス美の 235-1 〒683-0035 

固南市徳山きーノ井手5631 -4 〒7が-0882 


TEL (082)871 -3310(代表） 
TEL 082 871-3315 代表） 
TEL 086た 43-7751 代表） 
TeU 0859)33-8157 ミげ表） 
TEU 0834)22-5567 (代表） 


FAX (082)871-3306 
FAX 082 871-0272 
FAX 086)243-7191 
FAX か 859)23-0709 
FAX の 834)22-5589 


FAX の 6)6386-7262 
FAX 06)6386-5588 
FAX か 87)835-0160 
FAX (075)643-0870 
FAX 078)922-2438 
FAX 0749)26-2116 
FAX 0773 23-7592 


含ち屋市熱田区桜田の 16-11 
g ち屋市熱田区检田の 16-1 1 
静岡市駿巧区富松 2-15-30 
岐阜市六を南 2-7-8 
津巿畐茶屋 3-29-38 
沼ま市西椎路888-1 


〒が 6-0004 TEU 052)746-6600( げ表） 

〒456-0004 TEU 052)746-6603( げ表） 

〒422-80% TEL (054)2：38-0005 (代表） 
〒500-8358 TEU 05 の 268-7555( げ表） 
〒514-0819 TEU 059 に 34-8471( げ表） 
〒41 0-0303 TEL (055)968-621 0(げ表） 


FAX の 52)884-6551 
FAX の 52)884 -目554 
FAX の 54)2:38-0006 
FAX の 58)268— 7550 
FAX の 59)234-8472 
FAX の 55)968— 6212 


東を都化区豊島 8-4-8 
東を都化区豊島 8-4-8 
東京都化区豊島 8-4-8 
なり I 市畐おの1-22-3 
松戸巿畐塚新田 95-5 
横お巿戸塚区原宿 4 T 目 7-1 3 
山梨県中巨摩郡昭和の西を2491 -2 
さいたま市:!ヒ区冨原の 1-674-2 
さいたま市:!ヒ区宮原の 1-674-2 
局崎市問屋町西1 -3-22 
宇都客市梁瀬の2313 
太田市畐林東の2375 
水口市ち原の 653-2 
つくば市谷田部 6788- 19 


札幌市白扫区平和通16 了目南 1-1 9 〒〇 03-0028 

ホし幌市白扫区米里3ま2 了目 6-25 〒〇 03-0873 

函館市西ち梗の21 -2 〒〇41 -0824 

脚 II 市東祖川南1を 2 T 目 2-5 〒〇 78-8261 

帯広市西18ま化1 T 目1 7-1 〒〇 80-0048 

卸 I 路市巧圍町 4-1 7 〒〇85-00% 

化見市美ち町 9-1-30 〒〇 90-0064 


TEUOl 1)864-0440 (代表） 
TEL (01 1)879-2121 (代表） 
TEL 0138)48-6070 代表） 
TEL 0166 37-2330 代表） 
TEL か155た 5-751 8ミ代表5 
TEL の 154)24-41 91(代表） 
TEUOl 57)26-21 03 如表） 


FAX の1 1)863-3154 
FAX (011)871-2000 
FAX 0138)48-6080 
FAX 0166 37-2338 
FAX (0155)35-7510 
FAX (0154)24-0451 
FAX わ157526 -2107 


東海地区 


近畿. 
四国地区 

中国地区 


九州地区 


TEU 01 7)742-8255( 巧表) 
TEU 01 7)743-2971( 巧表) 
TEU 018)864-5671( げ表) 
TEU 018)864-52 19(巧表) 
TEU 0 1 78)24-5289( げ表) 
TEU 0 1 78)47-6609( 巧表) 
TEU 0172)28-39 10(代表) 
TEU 0 1 72)26-4770( げ表) 
TEU 019)622-4791( 巧表) 
TEU 019)604-0281 (代表) 
TEL の 197)22-41 日5(げ表) 

TEL (022)235-3181( 巧表) 
TEU 022)783-1791( げ表) 
TEU 024)9：38-2240 (代表) 
TEU 023)642-3255( 巧表) 
TEU 0234)31-0571( げ表) 


沖縄地区 


巧縄営業所宜野湾市宇地巧738 

シー サイド- パーク 102 


〒901-2227 TEU 098)897-5677 (代表 ） FAX の 98)897-5679 


27039002 


本ネ王•工場=条巿東新保 7-7 〒955-8己10 

柏崎工場柏崎巿宝の2-日8 〒945-0817 

長岡工場長岡市下条町含ノ浦1069于 940-1 146 


TEL (0256)32-21 11(大代表） 
TEL (02 己 7)23 —己17己(イザ^) 
TEL (0258)22-2121 (代表） 


お客様ご相談窓□一覽表1 


修理サービスや製品についでのご相談は機種各をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記の ご 相談窓 □にご 依頼ください。 

ご輯居やご贈養品などでお困りの場含は、下記のおあくの窓□にご相談く 

ださし、。 

咨称、巧を地、電話番号は、変更する揚含がありますのでご3齋ください。 


•アフターサービスのお問い合わせは下記へどラぞ 


コロナサービスセンター 
の012 0-919-302 

(修理受付専用ダイヤル） 

FAX 0120-919-322 


携帯電話 - PHS 等からは 
最寄のサービスセンター 
へ直接おかけください。 


繼慨 


巧-巧巧巧巧巧 

夕 

ミ、ン業業業業業 

を它 

曽曽曽営営 

幌- 

サ館川広路見 

幌 

札札函お帯訓化 


巧 I 巧 I 所 I 所 I 巧 I 巧 

タタタタタ 

:、'"1業、)業、'^業、'^業、'"1業 

宝它它它它它 

ス3 


サ田サ I 戶ナ前^岡サお 

森田戸前岡 

青青秋が：：：：：：化化盛留か 


表表表表表表表 

PV 

1012197 

1710332 

1670428 

2512260 

------- 

0653242 

8834222 

驛號釋 

6687777 

0000000 

/IV/V/V/IV/IV/IV/IV 

ししししししし 
巳巳 E 巳巳巳巳 
TTTTTTT 
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